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熱帯アジアを始め、農業用水の不足が懸念される稲作地域が急速に拡がっている。このため、生産
量を維持したまま水消費量を出来るだけ減らすような稲作の開発が世界中で進められている。 
本発表では、持続的な水資源利用を目指す稲作技術に関する演者らの取り組みを紹介する。 
演者らはこれまで、水資源を大幅に節約する新技術“エアロビック・ライス法”と呼ばれるイネの節水
栽培法において、収量の更なる向上と収量安定性の向上を目指してきた。その結果、エアロビック・
ライス法においても慣行の灌漑水田作と同水準の収穫量が可能で、多収イネを用いれば10t/ha超
の収量をあげることを確認した。しかしエアロビック・ライス法では根系発達が著しく抑制されるため、
弱い土壌乾燥であっても植物体が脱水症を示しやすい栽培法であることが明らかとなった。また、イ
ネの根系分布もこの節水栽培法への適性に深く関わる特性であることが示唆された。さらに演者ら
は、節水栽培に適したイネ品種育成のための基礎研究として高収量性と高度耐乾性（干ばつ抵抗
性）の両立に向けた取り組みも始めている。本発表では、この一部としてフィールド実験における量
的形質遺伝子座（QTL）解析結果やイントログレッション系統を用いた解析結果も合わせて紹介する。 
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